
区 分
金 額（千円） 増減率

（％）令和４年度 令和３年度 増 減

当 初 予 算 額 27,777,000 29,030,000 △1,253,000 △4.3

補正前予算総額 28,238,503 29,718,547 △1,480,044 △5.0

9 月 補 正 予 算 額 911,253 1,474,177 △562,924 △38.2

補正後予算総額 29,149,756 31,192,724 △2,042,968 △6.5

今回の補正予算は…

① 新型コロナウイルス感染症対策 緊急支援策「第１7弾」

② 将来を見据えた重点施策

予算規模

9億1,125万3千円

令和４年度９月補正予算(案) の概要



令和４年度9月補正予算

健康福祉部 子どもいきいき課
教育委員会 学校教育課

新型コロナウイルス感染症対策（第１7弾）

予算額 73.8万円

■事業概要

就学前教育・保育無償化事業推進補助金

予算額 213万円

■事業概要
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健康福祉部 子どもいきいき課
教育委員会 学校教育課

感染症対策事業（透明マスク配布）

原油、物価高騰の影響を受けている就学前の私立認可

教育・保育施設に対し、市独自で実施している副食費の

４，５００円の補助を５，０００円に引き上げることにより、

保護者の給食費の負担軽減と給食の質を確保します。

子どもの言語能力の発達過程において、発声時の口元の

動きを見せることが重要とされていることから、感染症対

策を取りつつ口元が見える透明マスクを導入します。

◆対象 ◆対象

就学前の私立認可教育・保育施設

（公立施設については、既決予算で対応）

◆支給内容 ◆支給内容

対象児童１人当たり月５００円を所属する施設に支給。

（令和４年４月分より適用）

就学前の市内公私立認可施設で勤務

する保育士、保育教諭、幼稚園教諭

対象者１人あたり２枚を支給



令和４年度9月補正予算

健康福祉部 健康増進課

新型コロナウイルス感染症対策（第１7弾）

阿波おどり伝統文化継承給付金

予算額 ６０万円

■事業概要

◆対象者

阿波おどり継承の活動や来年度の鳴門市阿波おどりに

向けた準備を推進するため、連の練習や備品購入、連員

募集等に活用する給付金を給付します。

鳴門市阿波踊振興協会

◆給付内容

所属連 ×１０ 万円を給付

新型コロナウイルスワクチン接種事業

予算額 1億9,230.5万円

■事業概要

新型コロナウイルスのオミクロン株対応ワクチンに

ついて、市民への接種を早期かつ円滑に実施できる

よう接種体制を確保します。

◆対象者

初回接種（２回目まで）完了者全員 （想定）

◆接種開始時期

10月半ば以降 （想定）

産業振興部 観光振興課
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令和４年度9月補正予算

産業振興部 水産振興室

水産業事業継続給付金 予算額 １，９３２万円

■事業概要

新型コロナウイルス感染症対策（第１7弾）

地 域 活 性 化

漁業協同組合（漁協）

販売事業や指導事業などのサービス提供、漁場の利用調整や資源管理などの多様な役割を担っている。

〇 漁業者数の減少が続く中、販売手数料をはじめとした収入が減少。

〇 ウクライナ情勢などを背景とした燃油等の価格高騰により、大きく経費が増加。

長期化するコロナ禍や気候変動等の影響も加わり、経営に不安を抱えている。

生産者団体である漁協の経営を支援することにより本市水産業の持続的な発展を促します。

支援内容：市内８漁協に対し、事業継続のための給付金（上限３００万円）を給付

給付金額：給付基本額５０万円＋施設費等の支出状況に応じた加算額
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令和４年度9月補正予算

企画総務部 戦略企画課

予算額 ５５０万円

本市の将来を見据えた重点施策 ～四国のゲートウェイ推進プロジェクト～

予算額 ６,５００万円

■事業概要

鳴門市四国のゲートウェイ

推進プロジェクト支援補助金

道の駅

「くるくる なると」駐車場用地購入

■目的

大阪・関西万博の開催やアフターコロナを見据え、

観光客の誘引・滞在に繋げる取り組みを推進します。

■補助対象者

「四国のゲートウェイ推進プロジェクト」の中核施設である

「交流拠点施設(ゲート）」の運営事業者。

■補助対象事業

上記の運営事業者が実施する、

「交流拠点施設(ゲート）」の

整備・改修・イベント等を支援。

駐車場を増設し来場者の利便性向上等を図るため、

道の駅「くるくる なると」に隣接している民有地

の購入を進めます。
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企画総務部 戦略企画課



令和４年度9月補正予算

産業振興部 商工政策課

大学生と考える「半農半Ｘ」推進事業
予算額 90万円

■事業概要

本市の将来を見据えた重点施策

本市における新たな移住コンセプト「半農半Ｘ」の推進にあたり、提唱者である塩見直紀氏

や移住交流ＰＲ大使の里崎智也氏、多様なアイデアやＳＮＳを通じた情報発信力を持つ大学生

との連携により、メインターゲットとなる若年層へのアプローチを図ります。

◆提唱者 塩見直紀さんと考える！「半農半Ｘ」ツアー

塩見直紀氏と大学生が農業体験やワークショップ等を通して、鳴門での「半農半Ｘ」を

考えるツアーを実施。

◆移住交流ＰＲ大使 里崎智也さんと行く！「半農半Ｘ」ツアー
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令和４年度9月補正予算

市民生活部 スポーツ課

Ｔリーグ開催事業
予算額 １9６.６万円

■事業概要

「卓球」は、本市においても定期的に市民を

対象とした卓球教室が開催されるなど、

特に人気の高いスポーツです。

令和元年度の初開催以降も引き続き誘致に

取り組んできたところ、３年ぶり２度目となる

Ｔリーグ公式戦の鳴門市開催が決定しました。

鳴門市公式戦の成功に向けて、

開催準備やPRなどに取り組みます。

本市の将来を見据えた重点施策

スポーツ振興・

競技力向上

地 域 活 性 化

健康づくりの推進

卓球を志す子どもたちにとって、
超一流のプレーを間近に体験できる
機会の創出

市内・県内はもちろん、四国４県、
淡路島等からの集客による
交流人口の拡大

子どもから高齢者まで幅広く
取り組める生涯スポーツとして、
卓球に興味・関心を持ってもらう12月16・17日開催！
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令和４年度9月補正予算

教育委員会 生涯学習人権課

青少年会館および市場・川崎児童館移転業務 予算額 ３，１４6.7万円

■事業概要

本市の将来を見据えた重点施策

複合施設である青少年会館および市場・川崎児童館は、耐震性がなく老朽化も著しいことから、利用者の安全性、利便性、

快適性を高めるため、耐震性を有する近隣施設である鳴門市人権福祉センター２階を改修し、その機能を移転します。

また、移転後は施設を解体し、跡地を園庭として整備します。

◆工事内容

＊改修工事 防犯、安全性能の確保、感染症対策として、

センサーチャイムの設置、ガラス飛散防止処置、

網戸修繕などを行います。

＊構内整備 既存施設解体後、園庭として整備し、防犯対策

として外周フェンスを設置します。
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令和４年度9月補正予算

教育委員会 学校教育課

予算額 ６００万円

■事業概要

本市の将来を見据えた重点施策

予算額 ７.５万円

■事業概要

平成23年度より高校入学時に10万円を支給してきた鳴

門市奨学金支給制度について、見直しを行い、就学援助の

受給者にも支給できるよう対象を拡大します。

また、これまで7月だった奨学金の支給を、4～５月に前

倒しします。

◆申請～支給のスケジュール

1月

2月

3月・4月

4月・5月

申請

決定通知発送

合格通知等提出

奨学金支給

鳴門市奨学金支給制度の見直し 学区制シンポジウム開催事業

鳴門市在住者の高校進学の現状と、徳島県公立高等

学校の学区制について考えるシンポジウムを開催し、

学区制の見直しについての機運醸成を図ります。

◆開催時期

令和5年1月～2月

◆開催場所

鳴門市内

◆内容

現状の報告

パネルディスカッション など
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教育委員会 学校教育課

なると まるごと

子育て応援パッケージ事業


